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たんぽぽだより 

 

 

 朝晩の寒さも日増しに厳しくなり季節は冬になりましたね。今年も早いもので残す

ところ１ヶ月となりました。マイコプラズマ肺炎、インフルエンザ感染症、ヒトメタ

ニューモウイルス感染症など流行の兆しがみられます。 

ご家庭でもより一層感染症対策に力を入れて、今月も 

元気に過ごしていきたいですね。 

先月は急性上気道炎、中耳炎、ぜん息・ぜん息性 

気管支炎、ヒトメタニューモウイルス感染症などでの 

利用がありました。 

 

 

 

   

 

滝川保健所管内で 

警報が発令されま

した。 

 

 

 

最初はかぜと似た症状が現れ、１～２日遅れて咳が出始め、１ヵ月ほど続くのが特徴です。特に

早朝や就寝前に、ひどく咳込む傾向があります。咳が長引き、なかなか改善されない場合は治療薬

があるので受診をしましょう。潜伏期間（14日～21日）が長く、感染源の特定は困難ですが、熱や

アルコールに弱いので、消毒薬を使用することで予防ができます。咳で感染が広がるため、手洗い・

うがいなどもこまめに行いましょう。また、かぜやインフルエンザと同様、免疫力が弱っている時

にかかりやすいので、栄養や睡眠をしっかりととり、規則正しい生活を心がけましょう。 

▼マイコプラズマ肺炎▼ 

  


